
外的要因に起因する四肢形態の進化

生物は様々な環境に応じて、発生プログラムを変化させることで体の形を進化
させてきた。我々の研究室では、脊椎動物の付属肢（対鰭や四肢）を題材に、
形態進化を生み出す発生プログラムの変化を理解することを目的に、様々な脊
椎動物胚を用いた研究を展開している。生物の形づくりを担う発生プログラム
は、ゲノムに書かれた遺伝的要因に加えて、温度変化、酸素濃度、乾燥、重力
などの外的要因によっても変化する可塑性を示す。四肢動物の行動パターンや
生息域の多様化に直結する手足の形態パターンの変化は、顕密な遺伝的制御を
受けて生じるが、その一方で、ゲノム配列とは関係のない外的要因によっても
手足の形態は大きく変化することがわかっている。本セミナーでは、遺伝的要
因による形態進化に関する研究に加え、環境中の酸素に起因すると思われる四
肢形態の進化に関する最近の研究の成果についても紹介したい。

日程: 9月16日(金) 16:00 - 17:30 
場所: 青葉山キャンパス 生物地学共通講義室
(zoom ハイブリッド開催 URLはメールをご確認ください)

生命科学セミナー

東京工業大学生命理工学院 教授 田中幹子

問い合わせ先 進化ゲノミクス分野 牧野能士
mail：tamakino@tohoku.ac.jp

後援：生命科学研究科 ダイバーシティ推進委員会
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